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3 次元 CAD 設計によるインテリアデザインの実例 

2016. 6

図面作業の目的ではなく、デザインの効率化をめざす BIM に

関連記事サイト　https://onl.tw/hxpDTYf  (インテリアデザインとBIM【BIM最前線／第2回】)
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以前、ユーザー同士の話の中で、建築設計を BIM 化するにあたり、2D の図面が必要かどうか
という議論があった。
今の自身の結論としては、まだまだ、必要なところには 2D 図面の提供は必要と感じている。
その理由を考え突きつめていくと、自身の今後の課題もみえてくるのではないか。

伝える相手に対して、どうすれば有効につたわるか…が伝達媒体としての図面の本質。
スピード、正確性、表現力等において有利な手段であれば、2D か 3D どちらが良いかなどの話
は不毛な議論のように思える。そもそも、受取り側がその 3D 情報の覧閲、操作ができなければ
なんの意味の無いものになってしまう。
今後よりよい情報伝達の手段となるには、技術の進歩とともに、さらなる利用者の増加が要求さ
れる。
もう一つ重要なことは、製作の段階において、入力された情報がそのまま製作現場に直結できる
ようになること。NC 工作機や 3D プリンター等の利用環境が求められてくるように思う。
　今後の更なる BIM(3 次元設計 ) 化に大いに期待したい ^_^

昨今は、建築設計の BIM 化も凄いスピードで進化し、ユーザー数もかなり増えてきている。
今後どのようなかたちで業界に広まっていくのか？ まだまだ、読めないところも…

インテリアデザインの仕事をするうえで
　　　　　　3次元 CADを使うことにより思うこと

伝達手段としての媒体は、2D、3Dどっちが有利

では、3DCADをどう使っているのか？

2D図面って、まだいるの？
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2D 設計の平面図と変わりはない図面

一見、2 次元設計の平面図と
なんら変わりない図面。

しかし、実際に入力されてい
る要素のほとんどが 3 次元の
情報として入力されている。
そして、これらの情報は平面
図みならずの、展開図や詳細
図等までに共有されている。
この図面は、3 次元要素の配
置説明図にすぎない。

3次元ビューに
          切り替える

上記の図面をそのまま 3 次元の
ビューに切替えると右図になる。
厨房器具以外の要素はほとんど
3 次元素要として入力されてい
る。

どこまでの情報を 3 次元入力の
必要があるか？

↓
実施設計で意匠表現しないとい
けないものは、基本的に 3 次元
情報とする必要があると考えて
いる。
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天井伏図における 3 次元の情報
天井伏図に表示されている柱・間仕切り壁・天井まで届く造作工事等は、平面図で表示されている要素と同じ
情報で、組合せレイヤによって制御している。

天井伏図は

やはり、これも一見は 2D
設計の天井伏図と変わりな
い図面。
しかしここでも、入力され
ているほとんどの要素が、
3 次元情報を持っている。

床下から見上げ
たビュー

天井伏図に表記されたほとん
どの要素は 3 次元情報で、そ
の他の図面と共有している
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その他の図面においての 3 次元情報
右写真の壁面に製作された造作要素も同じくほとんどが
3 次元情報として入力されている。
家具造作工事で、どこまで 3 次元情報として入力する必
要があるか…？
製作者がどのように製作するかを考えるように、設計者
もデザイン時に納まりを考えるには大変に適しているよ
うに思う。

上の図面は、製作用の実施図面。　どちらも同じ 3 次元の要素から切出した情報。
上図と下図の違いは、切断した部分の違いによるもの。寸法等のテキストデータは切出したビューに
書き込みをしているが、造作物は 3 次元モデルとして入力されている。

図面上配置図の 3 次元ビュー 図面下配置図の 3 次元ビュー
(下地の配置 ) (仕上げの配置 )
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3 次元情報についての BIM の有意性 　その 1

3 次元要素を入力する上におい
て、オブジェクトとして作成す
ることにより作業効率を図るこ
とができる。
オブジェクトに設定したパラ
メータ ( 変数値 ) の必要な情報
だけとりだすこともできる。
それにより変化するパーツ等の
製作において役立つ。（次頁）

今回の工事は、残念ながらアナ
ログ製作でした。
今後、情報リンクできるよう、
NC 機器等データのスムーズな
やり取りが出来るよう目指した
い。

数量、大きさ等必要な情報を取出して自動集計
することができる。　　

オブジェクトとして作成された家具データ

オブジェクト家具のリスト
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3 次元要素の個別情報
変数値を持つ 3D 要素は、パラメー
ターを設定しておくことで入力が効
率的になる。
同じ形状で、寸法の違う家具を複数　　
入力する場合においてもパラメータ
を設けてオブジェクトを作成してお
くと便利。
私のようなプログラム知識のない者
でも、簡単な形状の組合せ程度のも
のなら、すこし時間をかけるとつく
ることは出来る。
かかった時間のもとは十分にとれる
し…

3 次元情報についての BIM の有意性 　その 2

オブジェクトとして作成されたパーツデータ

GDL
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3 次元情報についての BIM の有意性　その 3

照明器具のリスト
家具同様、照明器具もオブジェクト (3 次元情報 ) として作成されているので、照明器具
のリストもそれを利用している。
容量表と器具リストの一覧表を作成して、それぞれに必要な情報を取り出している、　　
時間のもとは十分にとれるし…

容量表

器具リスト一覧を配置

当然のことながら、それぞれの一覧表の各器具 (ID で分類 ) の数量は自動集計により、
プラン変更等による数量の変更は自動で更新するようになっている。

容量表を配置
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図面化作業

上記の図面らしきものは、ここで
入力された (2D、3D 要素含め )
すべてのコンテンツです。
それらのフロア別要素および、
必要な立面、断面で切取り表示さ
れた要素の ( プロジェクト ) 一覧
が左図になります。
また、その要素を必要なレイヤ
の表示か非表示の設定、縮尺や
ペンカラーの設定をした画面の
( ビュー ) 一覧が中央図。
そして、それらの必要なビューを
あらかじめ設定した原紙にレイア
ウトして図面化したものの一覧が
右図になります。
結局は、苦労して 3D 情報として
モデル化したものを、最終的には、
従来通りの 2D 図面を仕上げる行
為に結論づいているのですね。
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図面上に配置されている要素は原則 3 次元モデルデータである。
デザインを進めながら設計図を作成していくうえで、そのモデルに変更、修正が加えられると、その配置
された図面も変更、修正が加えられることになる。それにより、平面、立断面その他の図面では整合性は
保たれていく。その上、3D 要素の持つ数量等の情報は正確かつ、それらを管理する上において有効である。
今後その情報が、製作する工程においてスムーズに受渡しできるようになると思っている。

立体で入力されているということが何よりも大きな違い。2D で作図していると、パースを作成したり説明用
スケッチをいちいち別紙におこし直さないといけない。最初からデザインを立体で入力していると、そのまま
の情報でライティングや素材調整することによってスームレスにパースの作成ができる。
また、そのライティング効果のシミュレーション、空調の流体解析等にも BIM 情報が利用できる。

3次元設計における大きな違い！

3次元情報は、立体物！

図面作成の作業が目的ではなく、デザインの効率性をめざす
BIM化設計を考えていきたいと思います。

ち な み に 私 は、BIM の
CAD ソフトでデザインか
ら実施設計までおこなっ
ていますが、プレゼン用
パース等は、別のソフト
に読込んでライティング
と素材設定をおこない、
レンダリングをかけてい
ます。自分にあったツー
ルを自身で選ぶことがよ
いと思います。

また、BIM ソフトもいろ
いろとあるようですが、
プラットフォームに制約
されず、どのソフトを使
用しても情報が共有でき
るようになることを願っ
ています。

CAD

CG




